
令和5年度  新入生の保護者等の方へ 
 

 

 

 

 

 
 

三重県教育委員会では、保護者等が負担すべき授業料以外の教育に必要な経費を支援するため、国公立
高等学校等に通う高校生等のいる低所得世帯に対し、返済不要の「高校生等奨学給付金」を給付します。 
今年度入学の方は一部早期申請と通常申請の 2通りがあり、どちらかを選択して申請することができます。 
 
 
 

1. 高等学校等就学支援金（高等学校等の授業料に対する支援）の支給を受ける資格を有する高校生等（令和 
5 年度新入生）がいる世帯（特別支援学校高等部の生徒、児童入所施設入所中の生徒等を除く。） 

2. 保護者等が三重県内に居住している世帯（基準日現在保護者等のいずれかが海外に居住している場合は除く。） 
ただし、令和 5年(＊)1 月 1 日時点で保護者等のいずれかが海外に居住している場合は、令和 5年(＊)度の課税証明書 
が発行されないため、給付金対象世帯ではありません。（基準日現在で生業扶助を受給している世帯は受給できます。） 
＊ 一部早期 1回目は「令和 4年」と読み替えます。 
※ 保護者等の住所が三重県外の場合は住民票のある都道府県にお問い合わせください。 

3. 保護者等が生活保護（生業扶助）を受給しているか、道府県民税所得割及び市町村民税所得割が非課
税（0円）の世帯（均等割に課税額があっても所得割が０円の場合は対象になります。） 
※ 一部早期 1回目は令和 4年度の課税証明書等により確認し、一部早期 2回目と通常申請は令和 5年 7月 1日現在 

の状況をもとに令和 5年度の課税証明書等により確認します。 
 

 

 
 

 
 

提出締切 

★締切厳守★ 

1 回目：6月９日 

2 回目：7月中の学校が指定する日 

7 月中の学校が指定する日 

（申請は1回のみ） 

給付額 1 回目：定められた給付額の 3／１２月分 

2 回目：定められた給付額の 9／１２月分 
定められた給付額（給付は1回） 

給付時期 1 回目：  6月頃 ～ 7 月頃 

2 回目：10月下旬頃 ～ 翌年 1月頃 

10 月下旬頃 ～ 翌年1月頃 

（審査が終了したものから順次振り込みます） 

申請書提出先 在学している学校の担当者 

※ 一部早期で申請した場合、残額支給は2回目の申請が必要です。 
※ 再入学、転入学などの場合は、７月の通常申請で申請してください。 
※ 各学校で申請書類を受け取ってください。下記ホームページからもダウンロードできます。 

 
 

世 帯 種 別 

 
一部早期申請 

通常申請 
1 回目 2 回目 

生業扶助受給世帯 
（生活保護世帯） 

全日・定時・通信制 8,075 円 24,225 円 32,300 円 

非課税世帯 

※生業扶助受給世帯を除く 

全日制 

定時制 

第 1 子 29,275 円 87,825 円 117,100 円 

第 2 子以降 35,925 円 107,775 円 143,700 円 

通信制 12,625 円 37,875 円 50,500 円 

 専攻科 12,625 円 37,875 円 50,500 円 

※ 申請のあった指定口座に振り込みます。 ※ 学校に委任した場合は、学校口座に直接振り込みます。 

 
 
または 三重県教育委員会事務局 教育財務課 給付金担当  電話 059-224-2827 （平日 8:30～17：00） 
＊県外の高等学校等に在籍する生徒の場合は、上記「給付金担当」へ直接お問い合わせください。 
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（国公立） 
生活保護または非課税世帯の保護者等対象 

 

私立高等学校等に在籍する生徒の場合は、三重県環境生活部私学課 電話 059-224-2161へお問い合わせください。  
※高校生等奨学給付金には他の奨学金・給付金との併給に関する制限はありませんが、高校生等奨学給付金を受給することにより他の奨学金・給付金を受給
できなくなる場合がありますので、ご注意ください。また制度の概要（給付額等）は、状況により変更となる場合があります。 

※この事業は文部科学省の「高等学校等修学支援事業費補助金（奨学のための給付金）交付要綱」及び「高等学校等修学支援事業費補助金（専攻科の生徒へ

の奨学のための給付金）交付要綱」に基づき実施するものです。 

1 回目の基準日 ４/１ 
2 回目の基準日 ７/１ 

基準日 ７/１ 


